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研究概要
末梢神経損傷は加齢や外傷、生活習慣病など様々な原因で生じ、患者の日常生活動作 （ADL） 

および生活の質 （QOL） を著しく低下させる。国内の患者数は 700 万人以上とされ、治療困難な
例も多いことから、末梢神経の再生治療は実現が望まれる喫緊の課題である。我々は組織再生の
足場として利用が可能なTetra-PEG Gel の開発に成功した。Tetra-PEG Gel は、従来の足場
材料と比較して非常に強い細胞誘導能を持ち、安価かつ短時間で作成可能で、倫理的な問題の少
なさといったメリットを合わせ持つ。本研究ではTetra-PEG Gel の末梢神経再生治療における
有用性を、実用化を想定した実験により評価し、再生機序の解明および臨床応用へと繋げること
を目的とする。
本研究によって神経再生治療におけるTetra-PEG Gel の有用性が確立されれば、神経損傷に

苦しむ多くの患者のADLおよびQOLの改善に寄与することが期待できる。ゲル素材は様々な
組織や形状に合わせて使用できる柔軟性、脳神経外科手術などの狭い術野での使用可能性、注射
薬としての応用可能性を併せ持ち、外科手術を必要とせず、高齢者や基礎疾患を持つ幅広い患者
への使用も可能である。


